


第８回静岡国際オペラコンクール　

一般発売　2017年7月29日［土］
アクトシティ浜松友の会　先行発売　７月2日［日］13：00～

Pコード ※第１次予選・第２次予選・本選［ 326-811 ］
 ※通し券［ 782-563 ］

アクトシティ浜松、磐田市情報館店、
ベイドリーム清水店、セブン-イレブン、
サークルＫ・サンクス、他全国取扱店
※学生は大学生以下　※未就学児入場不可

第1次予選

第2次予選

本　選
表彰式

入場料　一 般自由１階　500円
〈各日〉 学 生自由１階　無料

11/11［土］･12［日］･13［月］
13:00 開場　13:30 開演

入場料　一 般自由１階　1,000円
〈各日〉 学 生自由１階　無料

一 般 指 定 1 階　3,000円

入場料　一般自由3･4階　1,500円
　　　　学生自由3･4階　500円

※表彰式は入場無料

11/15［水］･16［木］
13:00 開場　13:30 開演

11/19［日］
12:45 開場　13:30 開演

［ 通し券 ］ 一般（予選自由席・本選指定席）5,000円  ※公式プログラム付

チケット発売

チケット取扱

指　揮／高橋 直史
オーケストラ／東京交響楽団

チケットぴあ［TEL 0570-02-9111］

［ 会 場 ］アクトシティ浜松大ホール
［ お問合せ ］公益財団法人浜松市文化振興財団　TEL 053-451-1114

コンクール協賛イベント

パレルモ・マッシモ劇場
『椿姫』

6/14［水］
18:30 ～

［ 会 場 ］しずぎんホール　ユーフォニア
［ お問合せ ］静岡室内歌劇場　TEL 054-285-0756

静岡室内歌劇場
『オータムコンサート』

9/2［土］
18:00 ～

まちなかコンサート『プロムナードコンサート』
ドルチェウィンドオーケストラ 7 / 8 ［土］ 18:45～

静岡県立浜松工業高校 9 / 2 ［土］ 16:45～

静岡県立浜松北高校 9 / 9 ［土］ 17:15～

静岡県立浜松江之島高校 9 / 16 ［土］ 16:00～

静岡県立浜松西高校・静岡県立浜松西高校中等部 9 / 23 ［土］ 15:00～

静岡県立浜松湖南高校 9 / 30 ［土］ 16:15～

浜松市立浜名中学校 10 / 14 ［土］ 14:00～

浜松市立与進中学校 10 / 21 ［土］ 14:30～

静岡県立浜名高校 10 / 28 ［土］ 15:15～

静岡県立浜北西高校※ 11 / 11 ［土］ 15:45～

［会　　場］ＪＲ浜松駅前北口広場キタラ　※なゆた・浜北駅前広場
［お問合せ］公益財団法人浜松市文化振興財団　TEL 053-451-1151

お問合せ 静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局　〒430-8533 静岡県浜松市中区中央2-1-1　静岡文化芸術大学内 
TEL 053-457-6446　FAX 053-457-6447　E-mail opera@suac.ac.jp　公式ウェブサイト http://www.suac.ac.jp/opera/

出場者が得意とするアリア２曲をピアノ伴奏で演奏します。
オペラの名曲の数々をお楽しみください。

出場者が得意とするオペラの一役から、審査委員が指定し
た場面を演じます。世界的にも数少ない審査方法です。

頂点を目指した緊張感みなぎる演奏。通常のオペラと同じく
東京交響楽団がオーケストラピットから伴奏します。

第1次予選

第2次予選

本　　選

チェ・サンホ
CHOI Sang-Ho
韓国

デイヴィッド・ガウランド
David GOWLAND
イギリス

ウェルナー・ヒンク
Werner HINK
オーストリア

三浦　安浩
MIURA Yasuhiro
日本

ガブリエッラ・トゥッチ
Gabriella TUCCI
イタリア

マリア・デ・フランチェスカ＝カヴァッツァ
Maria DE FRANCESCA-CAVAZZA
イタリア

浜田　理恵
HAMADA Rie
日本

伊原　 直子
IHARA Naoko
日本

レノーレ・ローゼンバーグ
Lenore ROSENBERG

アメリカ

ユ・シセイ
YU Zi-Zheng
中国

木村　俊光（審査委員長）
KIMURA Toshimitsu
日本

審査委員
（姓名 ABC順　敬称略）

静岡国際オペラコンクールは、静岡県ゆかりのプリマドンナ三浦
環をたたえ、没後50年にあたる1996年から3年ごとに浜松で開
催されています。予備審査を経て参加が認められた世界の若手
オペラ歌手たちが、得意なアリアを歌うほかオペラの一役を演じ
その歌唱力と表現力を競い合います。

世界に認められた日本人オペラ歌手の第1号と呼ばれている。
世界各地でオペラ「蝶々夫人」の主役として2,000回以上舞台
に立ち、作曲者プッチーニから「マダム・バタフライは彼女の
ために書かれたようなもの」と絶賛された。　

写真提供：佐藤玉喜

三浦　環
（みうら たまき）


